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20
23
年
３
月

環
境
省
大
臣
官
房
地
域
政
策
課

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
制
度
に
基
づ
く

促
進
区
域
等
設
定
説
明
会
趣
旨
説
明

資
料

1
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1

地
域
脱
炭
素
の
政
策
的
背
景

20
20

20
30

20
50

20
25

5年
間
の
集
中
期
間
に

政
策
総
動
員

脱 炭 素 で 強 靭 な 活 力 あ る

地 域 社 会 を 全 国 で 実 現

①
少
な
くと
も

10
0か
所
の
脱
炭
素
先
行
地
域

②
重
点
対
策
を
全
国
津
々
浦
々
で
実
施

→
地
域
共
生
・地
域
裨
益
型
再
エ
ネ
の
拡
大

全 国 で 多 く の 脱 炭 素 ド ミ ノ
★
基
盤
的
施
策

20
50
年
を

待
た
ず
に


20

20
年

10
月
、菅

前
総
理
に
よ
る

20
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュー
ト
ラ
ル
宣
⾔
が
され
、脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、国
と地

方
で
検
討
を
行
う新

た
な
場
を
創
設
す
る
こと
が
示
され
た
。


国
と地

方
が
協
働
・共
創
して

20
50
年
ま
で
の
カー
ボ
ン
ニ
ュー
トラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
、

地
域
の
取
組
と国

民
の
ラ
イ
フス
タ
イ
ル
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
を
中
心
に
脱
炭
素
方
策

を
議
論
す
る
「国
・地
方
脱
炭
素
実
現
会
議
」を
設
置
。2

02
1年

6月
に
「地
域
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ップ
」を
決
定
。


20

21
年
６
月
に
改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
公
布
され
、地
域
に
お
け
る
合
意
形
成
を
図
りつ
つ
、環

境
に
適
正
に
配
慮
し
、地
域
に
貢
献
す
る
再
エ
ネ
事
業
を
促
進
す
る
、地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
に
関
す
る

制
度
が
創
設
。2

02
2年

4月
か
ら施

行
。

地 域 脱 炭 素 ロ ー ド マ ッ プ-2-



2

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
改
正
（
令
和
３
年
改
正
）
の
背
景

再
エ
ネ
導
入
に
伴
う地

域
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生

出
所
：
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
丸
山
康
司
教
授
（

20
19
年
）

講
演
資
料
よ
り環

境
省
作
成

太
陽
光
発
電
へ
の
反
対
運
動


地
方
自
治
体
に
お
け
る
地
域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
に
は
、地

域
資
源
で
あ
る
再
エ
ネ
の
活
用
が
必
要
。そ
の
際
、地

域
経
済

の
活
性
化
や
災
害
に
強
い
地
域
づ
くり
な
ど、
地
域
に
裨
益
す
る
再
エ
ネ
事
業
とす
る
こと
が
重
要
。一

方
、環

境
影
響
等
の

再
エ
ネ
事
業
に
伴
う地
域
ト
ラ
ブ
ル
も
見
られ
る
な
ど、
地
域
に
お
け
る
合
意
形
成
や
環
境
配
慮
が
課
題
。


これ
を
踏
ま
え
、温

対
法
に
基
づ
く地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
制
度
を
拡
充
し、
地
域
の
環
境
保
全
や
地
域
の
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
再
エ
ネ
を
活
用
した
「地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
」を
推
進
す
る
仕
組
み
を
創
設
。地

域
の
合
意
形
成
を
円
滑

化
しつ
つ
、環

境
共
生
型
の
地
域
の
脱
炭
素
化
を
促
進
す
る
。


併
せ
て
、実

行
計
画
で
定
め
る
再
エ
ネ
の
利
用
促
進
等
の
施
策
に
つ
い
て
、
適
切
な
実
施
目
標
の
設
定
を
促
進
す
る
。

•
地
域
に
お
け
る
合
意
形
成
が
不
十
分
な
ま
ま
事
業
に
着
手

•
安
全
性
が
確
保
され
ず
、自

然
環
境
・生
活
環
境
へ
の
適
正
な
配

慮
が
不
足迷
惑
施
設
と捉

え
ら
れ
る
再
エ
ネ
（
例
）

法
面
保
護
工
が
崩
れ
て
流
出
した
事
例

新
幹
線
近
くの
斜
面
上
部
に
設
置
され
た
太
陽
光
発
電
施
設
が

崩
落
した
事
例 出
所
：
環
境
省
「太
陽
光
発
電
の
環
境
配
慮
ガ
イド
ライ
ン
」よ
り


景
観
悪
化
や
騒
音
等
の
環
境
トラ
ブ
ル
や
地
滑

り等
の
災
害
が
発
生
、又

は
そ
の
懸
念


再
エ
ネ
が
土
地
に
依
存
す
る
事
業
で
あ
る
に
も
か

か
わ
らず
地
域
に
利
益
が
生
じて
い
な
い
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3

温
対
法
に
基
づ
く地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
制
度
の
仕
組
み

市
町
村
：
促
進
区
域
等
の
策
定


地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、市

町
村
が
、再

エ
ネ
促
進
区
域
や
再
エ
ネ
事
業
に
求
め
る
環
境
保
全
・地
域
貢
献
の

取
組
を
自
らの
計
画
に
位
置
づ
け
、適

合
す
る
事
業
計
画
を
認
定
す
る
仕
組
み
が

20
22
年

4月
か
ら施

行
。


地
域
の
合
意
形
成
を
図
りつ
つ
、環

境
に
適
正
に
配
慮
し、
地
域
に
貢
献
す
る
、地

域
共
生
型
の
再
エ
ネ
を
推
進
。

市
町
村
：
事
業
計
画
の
認
定

事
業
者
：
事
業
計
画
の
作
成

市
町
村
が
、

住
民
や
事
業
者
等
が
参
加
す
る
協
議
会
を
活
用
し
、

●
再
エ
ネ
事
業
に
関
す
る
促
進
区
域
や
、

●
再
エ
ネ
事
業
に
求
め
る

・地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
の
取
組

・地
域
の
経
済
・社
会
の
発
展
に
資
す
る
取
組

を
自
ら
の
計
画
に
位
置
づ
け
る
。

※
促
進
区
域
は
、国
や
都
道
府
県
の
基
準
に
基
づ
き
定
め
る
。

事
業
者
は
、


協
議
会
に
お
け
る
合
意
形
成
を

図
りつ
つ
、


市
町
村
の
計
画
に
適
合
す
る
よ

う再
エ
ネ
事
業
計
画
を
作
成
し
、

認
定
の
申
請
を
行
う。

市
町
村
は
、事
業
計
画
の
申
請
を
受
け
、


事
業
者
の
代
わ
りに
国
や
都
道
府
県
に
協

議
し
、同
意
を
得
た
上
で
、


市
町
村
の
計
画
に
適
合
す
る
、環
境
に
適

正
に
配
慮
し
、地
域
に
貢
献
す
る
再
エ
ネ

事
業
計
画
を
認
定
。

※
国
・都
道
府
県
へ
の
協
議
は
事
業
計
画
に
関
係
法
令
の
許
可
手
続
き
等

を
要
す
る
行
為
が
記
載
され
て
い
る
場
合
の
み
。こ
の
場
合
、認

定
事
業

は
当
該
許
可
手
続
き
等
が
不
要
に
（
ワ
ン
ス
トッ
プ
化
の
特
例
）
。

※
都
道
府
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
策
定
され
た
促
進
区
域
内
に
お
け
る
認

定
事
業
は
、ア
セ
ス
法
の
配
慮
書
手
続
き
が
不
要
に
。

促
進
区
域
に
係
る
全
国
一
律
の
環
境
配
慮
基
準
の
策
定

促
進
区
域
に
係
る
地
域
の
自
然
的
社
会
的
条
件
に
応
じ
た
環
境
配
慮
基
準
の
策
定

制
度
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

協
議

同
意

協
議
会

個
別
法
令
に
基
づ
く

事
業
計
画
の
確
認

国
都
道
府
県

地
域
に
役
立
つ
再
エ
ネ
事
業
を
誘
致

事
業
の
予
見
可
能
性
が
向
上
。

協
議
会
の
活
用
等
に
よ
り、
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
。

地
域
資
源
で
あ
る
再
エ
ネ
の
使
い
方
や
誘
導
し
た
い
エ
リア
を
、

地
域
自
ら
が
議
論
。

事
業
者

環
境
保
全
等
に
関
す
る
情
報

そ
の
他

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャル

情
報
の
重
ね
合
せ
と議

論

促
進
区
域
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「地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
促
進
に
関
す
る
事
項
」の
設
定

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
抄
）

（
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
等
）
第

21
条

１
～
４
（
略
）

５
市
町
村
は
、
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
に
お
い
て
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
促
進
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標

二
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
（
以
下
「
促
進
区
域
」
と
い
う
。
）

三
促
進
区
域
に
お
い
て
整
備
す
る
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
種
類
及
び
規
模

四
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
と
一
体
的
に
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
事
項

五
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
実
施
す
べ
き
次
に
掲
げ
る
取
組
に
関
す
る
事
項

イ
地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組

ロ
地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組


市
町
村
は
、地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
に
お
い
て
、当
該
計
画
に
お
い
て
定
め
る温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
や
再
エ
ネ
の
利
用

促
進
に
関
す
る
目
標
も踏

まえ
、
以
下
の
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
促
進
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
よ
う努
め
る
こと
とさ
れ

て
い
る。


この
際
、促

進
区
域
に
お
い
て
再
エ
ネ
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り地

域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
と併

せ
て
実
施
す
べ

き
取
組
とし
て
、市

町
村
は
「地
域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
取
組
」 や
「地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組
」、
「地
域
の

経
済
及
び
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組
」 と
して
必
要
な
取
組
を
位
置
づ
け
て
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
の

認
定
要
件
とす
る
こと
とし
て
い
る
。
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5

「地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
」と
は

地
域
の
環
境
の
保
全

の
た
め
の
取
組

地
域
の
経
済
及
び
社
会
の

持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
構
成

地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備

地
域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
取
組

地
域
の
自
然
的
社
会
的
条
件
に
適
した
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る

地
域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
施
設
の
整
備

EV
充
電
施
設
の
整
備

区
域
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
等
に
つ
な
が
る
取
組
（
左
記
の
施
設

整
備
と一

体
的
に
実
施
） 自
治
体
出
資
の
地
域
新
電

力
会
社
を
通
じ
た
再
エ
ネ
の

地
域
供
給

環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

A
B

Ｃ
D

※
上
記
は
イメ
ー
ジ
の
一
例

※
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
や
港
湾
法
等
に
お
い
て
規
律
され
る
海
域
に
お
け
る
洋
上
風
力
発

電
設
備
は
除
く。

※
再
エ
ネ
発
電
設
備
、再

エ
ネ
熱
供
給
設
備
に
附
帯
す
る
設
備
又
は
施
設
を
含
む
。


地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
は
、下

記
A
～

D
の
４
つ
の
要
素
（
取
組
）
か
ら
構
成
され
る
。


事
業
者
が
作
成
した
再
エ
ネ
導
入
事
業
の
計
画
が
、市

町
村
策
定
の
実
行
計
画
に
適
合
し
て
い
る
な
どの
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、地

域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
とし
て
市
町
村
か
ら認

定
され
る
。

【取
組
例
】


地
元
の
雇
用
創
出
や
保
守
点
検
等
の
再
エ
ネ
事
業
に
係
る
地
域
の
人
材
育

成
や
技
術
の
共
有
、教

育
プ
ログ
ラム
の
提
供
等
を
行
う取

組


収
益
等
を
活
用
して
高
齢
者
の
見
守
りサ
ー
ビス
や
移
動
支
援
等
の
取
組

【取
組
例
】


希
少
な
動
植
物
の
生
息
・生
育
環
境
保
全
の
た
め
の
取
組


景
観
へ
の
影
響
を
な
くす
・最
小
限
に
留
め
る
た
め
の
取
組


騒
音
に
よ
る
住
居
等
へ
の
影
響
に
配
慮
した
取
組

太
陽
光

風
力

中
小
水
力

地
熱

バ
イ
オ
マ
ス

太
陽
熱

大
気
中
の
熱
そ
の
他

の
自
然
界
に
存
す
る
熱

地
熱

バ
イ
オ
マ
ス

再
エ
ネ
発
電
設
備

再
エ
ネ
熱
供
給
設
備
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6

「地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標
」の
設
定


地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標
は
、地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
に
お
け
る
再
エ
ネ
導
入
目
標
等
の
達
成
に
資
す
る
よ
う、

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
設
定
す
るも
の
。

中
期
的
な
視
点

長
期
的
な
視
点

区
域
全
体
の
削
減

目
標

・長
期
の
削
減
目
標
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要

（
国
：

20
30
年
度
に

20
13
年
度
比

46
％
減
、さ
らに

50
％
減
の
高
み
を
目
指
す
）

・目
指
す
べ
き
将
来
像
とし
て
の
目
標

・区
域
に
お
け
る
将
来
の
ビジ
ョン
・絵
姿
と合

わ
せ
た
検
討
が
必
要

（
国
：

20
50
年
カー
ボ
ン
ニ
ュー
トラ
ル
）

施
策
実
施
に
関
す

る
目
標
の
うち
再
エ

ネ
導
入
目
標

（
※
１
）

・地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
踏
ま
え
つ
つ
、区

域
全
体
の
中

期
目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
、個

別
の
対
策
・施
策

の
積
み
上
げ
に
よ
る
再
エ
ネ
の
導
入
量

・地
域
の
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
最
大
限
活
用
す
る
こと
を
念
頭
に
置

い
て
設
定
され
る
目
標
（
対
策
・施
策
の
積
み
上
げ
に
よ
る
目
標
で

は
な
い
）

・区
域
に
お
け
る
将
来
ビジ
ョン
・絵
姿
を
踏
ま
え
つ
つ
、再

エ
ネ
導
入

に
よ
る
経
済
効
果
、他

地
域
へ
の
貢
献
等
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ

とが
重
要

地
方
公
共

団
体
実
行

計
画
全
体

の
目
標

※
１

「施
策
の
実
施
に
関
す
る
目
標
の
うち
再
エ
ネ
導
入
目
標
」と
「地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標
」は
内
容
が
重
な
る
場
合
も
あ
る
と考

え
られ
る
。

地
域
脱
炭
素
化

促
進
事
業
の
目
標

（
※
１
、※

２
）

・促
進
区
域
と一

体
的
に
検
討
が
な
され
る
、中

期
的
な

再
エ
ネ
導
入
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
で
あ

る
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標
（
促
進
区
域
設

定
数
、事

業
認
定
件
数
、導

入
容
量
、地

域
経
済
効
果

等
）

・促
進
区
域
と一

体
的
に
検
討
が
な
され
る
、長

期
的
な
再
エ
ネ
導

入
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
で
あ
る
地
域
脱
炭
素
化

促
進
事
業
の
目
標
（
促
進
区
域
設
定
数
、事

業
認
定
件
数
、導

入
容
量
、地

域
経
済
効
果
等
）

※
２

例
え
ば
、「
促
進
区
域
設
定
数
の
見
込
み
」や
「事
業
認
定
件
数
の
見
込
み
」と
い
った
事
業
そ
の
も
の
の
量
の
目
標
を
設
定
す
る
こと
が
考
え
られ
る
。

そ
の
際
、事

業
の
実
施
に
伴
う温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
効
果
や
、事

業
に
よ
り導

入
され
る
発
電
設
備
容
量
（

kW
）
、発

電
量

(k
W

h)
に
関
す
る
目
標
を

合
わ
せ
て
検
討
す
る
こと
も
有
効
。さ
らに
、地

域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
促
進
に
よ
る
「地
域
経
済
効
果
に
関
す
る
目
標
」を
設
定
す
る
こと
も
考
え
られ
る
。
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そ
の
他
の
エ
リア

除
外
す
べ
き
区
域

市
町
村
が
考
慮
す
べ
き
区
域
・

事
項国
の
基
準
（
全
て
の
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
に
共
通
）

都
道
府
県
基
準
（
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
種
類
ご
とに
設
定
）

促
進
区
域
の
候
補
とな
る
エ
リア

社
会
的

配
慮
等

の
観
点

よ
り

除
外

環
境
保

全
の
観

点
よ
り

除
外

「促
進
区
域
」の
設
定


国
・都
道
府
県
基
準
、市
町
村
とし
て
環
境
保
全
・社
会
的
配
慮
が
必
要
な
エリ
ア等

を踏
まえ
、関
係
機
関
等
との
調
整
の
うえ
、

自
然
保
護
区
その
他
の
考
慮
す
べ
き区

域
を
除
外
した
エ
リア
か
ら促

進
区
域
を
設
定
し、
市
町
村
の
実
行
計
画
に
位
置
づ
け
。


設
定
に
当
た
って
は
、土

地
利
用
や
イン
フラ
の
あ
り方

も
含
め
、長

期
的
に
望
ま
しい
地
域
の
絵
姿
を
検
討
す
る
こと
、す
な
わ

ち
、ま
ち
づ
くり
の
一
環
とし
て
取
り組

む
こと
が
重
要
で
あ
る
こと
な
どか
ら、
広
域
で
検
討
す
る
「広
域
的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
型
」が

理
想
的
な
考
え
方
。


短
・中
期
的
な
再
エ
ネ
導
入
の
観
点
か
らは
、「
地
区
・街
区
指
定
型
」、
「公
有
地
・公
共
施
設
活
用
型
」、
「事
業
提
案

型
」と
い
った
促
進
区
域
の
抽
出
方
法
の
考
え
方
も
あ
り、
状
況
に
応
じて
検
討
。

関
係
者
調
整

環
境
保
全
・社
会
的
配
慮

に
関
す
る
情
報

そ
の
他

再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャル

・関
係
者
・関
係
機
関
に
よ
る
協
議
会

・個
別
ヒア
リン
グ
、パ
ブ
コメ

等

そ
の
他
の
エ
リア

除
外
す
べ
き
区
域

市
町
村
が
考
慮
す
べ
き
区
域
・事
項

重
ね
合
わ
せ

出
所
：
新
潟
市
太
陽
光
発
電
及
び
陸
上
風
力
発
電
に
係
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
報
告
書

（
素
案
）
（
令
和
４
年
３
月

新
潟
市
）

太
陽
光
発
電
（
パ
ブ
コメ
案
）
新
潟
市
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「促
進
区
域
に
お
い
て
整
備
す
る
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
種
類
及
び
規
模
」の
設
定


促
進
区
域
ご
とに
、整

備
す
べ
き
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
に
係
る
再
エ
ネ
の
種
別
や
規
模
を
設
定
。そ
の
際
、個

々
の
事

業
計
画
の
施
設
や
規
模
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
こと
に
留
意
。


地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
に
お
け
る
、温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
や
、再

エ
ネ
導
入
目
標
（
区
域
内
に
お
け
る
設
備
容
量

の
導
入
目
標
）
、地

域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
こと
が
重
要
。

種
類

規
模

太
陽
光
発
電
施
設

５
０

M
W

促
進
区
域
に
お
い
て
整
備
す
る
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
種
類
及
び
規
模
（
イ
メ
ー
ジ
）

促
進
区
域

A（
太
陽
光
発
電
、5

0M
W
）

※
個
々
の
事
業
計
画
の
施
設
や
規
模
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
。

※
再
エ
ネ
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
設
備
容
量
（

kW
）
、
再
エ
ネ
熱
供
給
施
設
に
つ
い
て

は
熱
量
（

GJ
）
で
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

C（
10

M
W
）

A
（
５

M
W
）

B（
30

M
W
）

D
（
５

M
W
）

･･
･促
進
区
域
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「地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
と一

体
的
に
行
う地

域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
取
組

に
関
す
る
事
項
」の
設
定


地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
実
施
に
当
た
って
は
、地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
を
進
め
る
だ
け
で
な
く、
当
該
施
設
を

地
域
の
脱
炭
素
化
に
つ
な
げ
る
こと
が
重
要
で
あ
る
た
め
、地

域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
と合
わ
せ
「地
域
の
脱
炭
素
化

の
た
め
の
取
組
」を
実
施
す
る。


この
取
組
は
、施

設
整
備
な
どの
ハ
ー
ド
面
の
取
組
だ
け
で
な
く、
環
境
教
育
な
どの
ソ
フト
面
の
取
組
、あ
る
い
は
そ
れ
ら
が

一
体
とな
った
取
組
を
位
置
づ
け
る
こと
も
考
え
られ
る
。

地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
の
整
備
と一

体
的
に
行
う地

域
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
取
組
（
例
）

地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
か
ら得

られ
た
電
気
・熱
を
区
域
の
住
民
・事
業
者
に
供
給
す
る
取
組
（
地
方
公
共
団
体
出
資
の
地
域
新
電

力
との
連
携
等
）
な
ど

住
宅
・建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
等
の
向
上
な
ど

ゼ
ロカ
ー
ボ
ン
・ド
ライ
ブ
（
再
エ
ネ
電
気

×
EV

/P
H

EV
/F

CV
）
、E

V充
電
設
備
の
整
備
等
の
街
づ
くり
へ
の
貢
献
、コ
ン
パ
クト
・プ
ラス
・ネ
ッ

トワ
ー
ク等

に
よ
る
脱
炭
素
型
ま
ち
づ
くり
な
ど

資
源
循
環
の
高
度
化
を
通
じた
循
環
経
済
へ
の
移
行
な
ど

地
域
の
森
林
整
備
な
どの
CO
₂吸
収
源
対
策
な
ど

地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
を
活
用
した
環
境
教
育
プ
ログ
ラム
の
提
供
、食

料
・農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と持

続
性
の
両
立
、バ
イオ

マ
ス
燃
料
の
効
率
的
な
供
給
ル
ー
トの
確
保
な
ど
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「地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組
」の
設
定


「地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組
」の
検
討
は
、促

進
区
域
の
設
定
と並

行
して
行
うこ
とが
重
要
。


市
町
村
で
促
進
区
域
を
設
定
す
る
に
当
た
って
は
、環

境
保
全
の
観
点
か
ら
考
慮
す
る
こと
が
望
ま
し
い
事
項
、社

会
的
配

慮
の
観
点
か
ら
考
慮
す
る
こと
が
望
ま
し
い
事
項
に
つ
い
て
検
討
した
上
で
設
定
す
る
こと
とな
る
。


そ
の
うえ
で
、促

進
区
域
か
ら除

外
す
べ
き
程
度
の
環
境
保
全
上
の
支
障
の
お
そ
れ
ま
で
は
確
認
され
な
い
も
の
の
、促

進
区

域
の
設
定
の
後
、事

業
の
実
施
に
当
た
って
は
、一

定
の
支
障
の
お
そ
れ
が
判
明
しう
る
こと
が
懸
念
され
る
場
合
に
お
い
て
、

「地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組
」に
適
切
な
措
置
を
市
町
村
が
位
置
付
け
る
こと
で
、事

業
の
実
施
に
際
し
て
事
業

者
に
お
い
て
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こと
を
担
保
す
る
こと
とな
る
。

地
域
の
環
境
の
保
全
の
た
め
の
取
組
（
例
）

希
少
な
動
物
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
観
点
に
お
い
て
、当

該
地
に
生
息
す
る
希
少
猛
禽
類
は
営
巣
期
等
の
特
定
の
期
間
に
ス
トレ
ス
を
与
え
る
と繁

殖
へ
の
影

響
が
懸
念
され
る
こと
か
ら、
現
地
調
査
に
よ
って
生
息
状
況
を
把
握
し当

該
期
間
に
工
事
を
行
わ
な
い
等
の
環
境
保
全
措
置
を
実
施

希
少
な
植
物
の
生
育
環
境
を
保
全
す
る
観
点
に
お
い
て
、促

進
区
域
に
お
い
て
希
少
な
植
物
の
生
育
に
関
す
る
情
報
が
得
られ
た
こと
か
ら、
そ
の
生
育
状
況
を
調

査
して
、生

育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
区
域
の
改
変
を
回
避

景
観
へ
の
影
響
の
観
点
に
お
い
て
、促

進
区
域
内
及
び
そ
の
周
辺
に
重
要
な
眺
望
点
が
あ
る
こと
か
ら、
当
該
眺
望
点
に
係
る
フォ
トモ
ン
ター
ジ
ュを
作
成
す
る
な
ど

に
よ
り影

響
の
程
度
を
予
測
・評
価
し、
発
電
設
備
の
規
模
（
高
さや
大
き
さ）

や
配
置
の
工
夫
、周

辺
景
観
に
調
和
す
る
色
彩
や
形
態
の
採
用
、
眺
望
点
か
ら

見
え
な
い
よ
うに
植
栽
を
実
施

騒
音
に
よ
る
影
響
の
観
点
に
お
い
て
、住

居
等
の
配
慮
が
必
要
な
施
設
が
事
業
実
施
区
域
の
近
隣
に
存
在
す
る
こと
か
ら、
工
事
に
係
る
配
慮
、設

備
の
配
置
の

工
夫
な
どの
必
要
な
対
策
を
実
施

反
射
光
に
よ
る
影
響
の
観
点
に
お
い
て
、学

校
や
病
院
等
の
配
慮
が
必
要
な
施
設
が
事
業
実
施
区
域
の
近
隣
に
存
在
し、
反
射
光
の
影
響
が
懸
念
され
る
こと
か

ら、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
向
き
の
調
整
な
どの
必
要
な
対
策
を
実
施

そ
の
他
、環

境
の
保
全
の
観
点
か
ら、
事
業
規
模
等
に
制
限
を
設
け
る
こと

な
ど
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「地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組
」
の
設
定


「地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組
」は
、地

域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
が
、地

域
の
経
済
活
性
化
や

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
し、
地
域
に
お
け
る
再
エ
ネ
の
社
会
的
受
容
性
の
向
上
を
図
り、
地
域
の
魅
力
と質

を
向
上
させ
る

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
も
の
とな
る
よ
う促

す
こと
が
期
待
さ
れ
る
。


そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
って
地
域
の
課
題
は
異
な
る
こと
か
ら、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し、
か
つ
、実

現
可
能
な
も
の
とな
る
よ
う、

市
町
村
、先

行
利
用
者
、周

辺
住
民
、事

業
者
等
が
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら、
地
域
に
応
じ
た
取
組
を
検
討
す
る
。

地
域
へ
の
メ
リッ
ト

地
域
の
経
済
及
び
社
会
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
取
組
（
例
）

地
域
経
済
へ
の
貢
献

・地
元
の
雇
用
創
出
や
保
守
点
検
等
の
再
エ
ネ
事
業
に
係
る
地
域
の
人
材
育
成
や
技
術
の
共
有
、教

育
プ
ログ
ラム
の
提
供
等
を
行
う取

組
・域
内
へ
の
安
価
な
再
エ
ネ
の
供
給
や
域
内
で
の
経
済
循
環
を
推
進
す
る
取
組

な
ど

地
域
に
お
け
る
社
会
的
課
題
解
決

・収
益
等
を
活
用
して
高
齢
者
の
見
守
りサ
ー
ビス
や
移
動
支
援
等
の
取
組

・市
町
村
に
お
け
る
地
域
活
動
等
の
支
援

な
ど
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地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
制
度
の
活
用
に
よ
る
利
点
・効
果

地
元
関
係
者
との
合
意
形
成

地
域
環
境
・地
域
資
源
の
保
全

地
域
社
会
・経
済
へ
の
貢
献


地
域
貢
献
要
件
の
設
定
に
よ

り、
事
業
者
に
対
して
地
元
雇

用
や
災
害
時
対
応
等
、地
域

貢
献
策
を
求
め
る
こと
が
可
能
。

特
に
地
方
公
共
団
体
へ
の
効
果

特
に
事
業
者
の
利
点


複
数
機
関
へ
の
個
別
調
整
が

市
町
村
に
よ
る
一
括
手
続
き
に

代
替
され
、簡
略
化
。

農
山
漁
村
再
エ
ネ
法

の
特
例

地
域
脱
炭
素
化
の
促
進
や
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
取
組
に
関
す
る
事
項
を
含
む
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
を
定
め
た
場
合
等
に
、農

山
漁
村
再
エ
ネ
法
に
基
づ
く 各
種
特
例
の
適
用
が
可
能
。

再
エ
ネ
導
入
に
よ
る

地
域
貢
献
事
例

熊
本
県
合
志
市
で
は
、再

エ
ネ
導
入
（
太
陽
光
）
に
よ
り得

られ
た
売
電
収
入
の
一

部
を
農
業
振
興
に
還
元
して
お
り、
用
水
路
の
改
修
や
調
整
池
の
維
持
管
理
、農

業
の
６
次
産
業
化
支
援
に
充
て
て
い
る
。

酪
農
振
興
法

集
約
酪
農
地
域
内
の
草
地
の
形
質
変
更

漁
港
漁
場
法

漁
港
区
域
内
で
の
工
作
物
の
建
設
等

海
岸
法

海
岸
保
全
区
域
に
お
け
る
施
設
の
新
設
等

な
ど

ワ
ン
ス
ト
ップ
特
例
の
活
用

環
境
ア
セ
ス
手
続
一
部
省
略

事
業
の
予
見
可
能
性
の
向
上


計
画
段
階
環
境
配
慮
事
項
に

つ
い
て
検
討
す
る
⼿
続
（
配
慮

書
手
続
）
が
適
用
され
な
い
こ

とに
よ
る
迅
速
化
・省
力
化
。


事
業
候
補
地
に
お
け
る
配
慮
・調

整
が
必
要
な
事
項
の
見
え
る
化
。

農
地
法
、温

泉
法
、自
然
公
園
法
、

森
林
法
、河

川
法
、廃
掃
法

環
境
保
全
の
意
思
表
示


促
進
区
域
を
設
定
す
る
こと
で
、

脱
炭
素
化
に
積
極
的
な
地
方
公

共
団
体
とし
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こと

が
可
能
。


環
境
に
配
慮
した
立
地
誘
導
を

促
進
し、
環
境
破
壊
を
回
避
。


環
境
配
慮
要
件
を
事
業
者
に
求

め
る
こと
が
で
き
、環
境
共
生
型

事
業
を
実
現
。


協
議
会
に
お
い
て
地
元
関
係
者

との
合
意
の
一
括
形
成
が
可
能
。

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
。
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市
町
村
の
促
進
区
域
の
設
定
状
況
（
令
和
５
年
２
月
時
点
）

長
野
県
箕
輪
町
（
太
陽
光
）


促
進
区
域

•
町
が
所
有
す
る
公
共
施
設
の
屋
根

•
町
が
所
有
す
る
⼟
地

•
産
業
団
地

神
奈
川
県
小
田
原
市
（
太
陽
光
）


促
進
区
域

•
市
街
化
区
域
内

※
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
や
砂
防
指
定
地
、風

致
地
区
、

生
産
緑
地
地
区
（
営
農
を
営
む
た
め
に
必
要
とす
る
も
の
を

除
く。
）
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
除
く

岐
阜
県
恵
那
市
（
太
陽
光
）


促
進
区
域

・
住
宅
の
屋
根
上

・
住
宅
以
外
の
建
物
の
屋
根
上

※
今
後
未
利
用
地
や
駐
車
場
、

た
め
池
な
ども
検
討

福
岡
県
福
岡
市
（
太
陽
光
）


促
進
区
域

・
建
築
物
の
屋
根

・
公
共
用
地


令
和
５
年
２
月
時
点
で
４
自
治
体
が
促
進
区
域
等
を
設
定
。


今
後
は
、地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
状
況
調
査
の
結
果
を
基
に
「地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
策

定
・実
施
支
援
サ
イト
」に
て
都
道
府
県
別
、市

区
町
村
別
に
「地
方
公
共
団
体
脱
炭
素
取
組
状
況
マ
ップ
」と
して
可
視
化
。
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脱
炭
素
先
行
地
域
選
定
の
際
の
評
価
事
項
の
ひ
とつ
に
、促

進
区
域
の
設
定
に
関
す
る

項
目
を
設
定

脱
炭
素
先
行
地
域

促
進
区
域
内
で
の
再
エ
ネ
導
入
事
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
①

促
進
区
域
を設

定
す
る
と、
区
域
内
の
事
業
が

各
種
優
遇
措
置
を
受
け
られ
る
よう
に
な
りま
す
。

地
方
公
共
団
体
向
け

申
請
事
業
数
の
上
限
目
安
を
超
え
る
申
請
が
可
能
に

※
地
域
再
生
計
画
に
記
載
され
て
い
る
も
の
に
限
る
。

令
和
５
年
度
予
算

20
0億

円

促
進
区
域
内
で
の
再
エ
ネ
導
入
事
業
に
対
し

交
付
上
限
額
の
引
き
上
げ

(1
5億

円
→

20
億
円

)

重
点
対
策
加
速
化
事
業

地
域
脱
炭
素
移
行
・再
エネ
推
進
交
付
金

デ
ジ
タル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進
タイ
プ
）

【内
閣
府
】

→
選
定
され
る
と、
再
エ
ネ
交
付
金
（
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
くり
事
業
）
の
対
象
に

※
市
町
村
の
場
合
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促
進
区
域
内
で
の
再
エ
ネ
導
入
事
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
②

事
業
者
向
け

促
進
区
域
内
で
実
施
され
る
事
業
が
、優
先
採
択
や
加
点
措
置
の
対
象
に

①
入
札
保
証
金
等
の
免
除

②
認
定
要
件
の
一
つ
で
あ
る地

域
活
用
要
件
の
確
認
手
段
とし
て
活
用
（
太
陽
光
発
電
以
外
）

環
境
省
補
助
事
業
で
の
優
先
採
択
・加
点
対
象

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
へ
の

融
資
上
限
額
の
引
き
上
げ
等

地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
申
請
に
お
い
て
、

重
複
部
分
の
記
載
を
省
略
可
能

FI
T・

FI
P制
度
で
の
優
遇
措
置
等

【経
済
産
業
省
】

地
域
未
来
投
資
促
進
法

【経
済
産
業
省
】

ふ
る
さと
融
資

【総
務
省
】

促
進
区
域
を設

定
す
る
と、
区
域
内
の
事
業
が

各
種
優
遇
措
置
を
受
け
られ
る
よう
に
な
りま
す
。

環
境
省
「地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
策
定
・実
施
支
援
サ
イト
」に
て
優
遇
措
置
の
対
象
とな
る
補
助
事
業
を
紹
介
して
い
ま
す
。

( h
tt

ps
:/

/w
w

w
.e

nv
.g

o.
jp

/p
ol

ic
y/

lo
ca

l_
ke

ik
ak

u/
re

_e
ne

rg
y.

ht
m

l)

※
PP

A活
用
等
に
よ
る
地
域
の
再
エ
ネ
化
・レ
ジ
リエ
ン
ス
強
化
加
速
化
事
業
の
補
助
事
業

の
一
部

な
ど
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市
町
村
の
ご
担
当
者
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こと

そ
の
他
、制

度
を
運
用
す
る
に
あ
た
り、
ご
不
明
な
点
や
お
困
りご
と、
課
題
や
ご
意
見

等
が
あ
りま
した
ら、
随
時
、地

方
環
境
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
くだ
さい
。

①
「地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
促
進
に
関
す
る
事
項
」の
設
定

②
促
進
区
域
設
定
に
向
け
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、協

議
会
設
置
等

③
上
記
取
組
に
関
す
る
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
の
地
方
環
境
事
務
所
及

び
都
道
府
県
へ
の
情
報
提
供

■
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
に
つ
い
て

-17-
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地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
制
度
に
基
づ
く促
進
区
域
等
設
定
説
明
会
の
趣
旨

本
日
予
定
して
い
る
取
組
事
例
の
御
紹
介

○
長
野
県
箕
輪
町

○
神
奈
川
県
小
田
原
市

○
北
海
道
せ
た
な
町

本
説
明
会
で
共
有
い
た
だ
く事
例
等
を
踏
ま
え
、


現
在
、促

進
区
域
等
の
設
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、課
題
解
決
の
ヒン
ト

とし
て
い
た
だ
き
た
い
。


現
段
階
で
設
定
予
定
の
な
い
市
町
村
に
つ
い
て
は
、今
後
の
設
定
に
向
け
て
の
検
討
の
機
会
とし
て
い

た
だ
き
た
い
。


本
日
ご
参
加
の
市
町
村
に
お
い
て
、積
極
的
に
促
進
区
域
等
の
設
定
を
検
討
い
た
だ
くこ
とを
目
的
とし
て
開
催
。

促
進
区
域
等
の
設
定
に
あ
た
って
は
、様

々
な
類
型
が
想
定
され
る
た
め
、先
行
し
て
促
進
区
域
等
を
設
定
し
て

い
る
、ま
た
は
、促
進
区
域
等
の
設
定
に
向
け
広
域
的
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
取
組
を
進
め
て
い
る
自
治
体
よ
り取

組
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
く。
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令和５年９月２２日 再生可能エネルギーに関する検討会 
環境共生局資源循環推進課 

 

使用済み太陽光パネルに係るリユース・リサイクルに関す

る取組について 

 

太陽光パネルは、エネルギー自給率の向上や、気候変動問題の対策の観点から、

平成 24 年の固定価格買取制度（以下「FIT 制度」という。）等を契機として急速

に普及してきました。 

一般的に太陽光パネルの寿命は 20 年から 30 年とされていることから、2030

年代半ば以降には、使用済み太陽光パネルの廃棄物が増加すると予想されてお

り、環境省の推計では、全国で年間 50 万から 80 万トンが排出されると想定さ

れています（図１）。 

 

このような中、国では使用済み太陽光パネルの適切かつ効率的なリユース・リ

サイクルに向けて、「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライ

ン」や、「太陽電池モジュールの適切なリユース促進ガイドライン」の策定、リ

サイクル設備の導入補助、実証事業等を実施するとともに、令和５年度には経済

産業省資源エネルギー庁と環境省が合同で「再生可能エネルギー発電設備の廃

棄・リサイクルの在り方に関する検討会」を設置し、太陽光発電設備等の再生可

能エネルギー発電設備の廃棄・リサイクルに関する対応の強化に向けた具体的

な方策について検討が進められているところです。 

出典）平成 25 年度使用済再生可能エネルギー設備のリユース・リサイクル促進調査委託業務報告書（環境省） 
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使用済み太陽光パネルは災害や故障等により排出されているものの、現状、排

出量はまだ少なく、環境省の調査によると、回収された使用済みパネルの多くが

リユース・リサイクルされ、リサイクルされた後の残渣が最終処分されています。 

一方で、将来の大量廃棄等に対する地域の懸念は高まってきており、今後、地

域ごとの排出量や処理能力に応じた計画的な対応が必要となってきます。また、

資源循環や最終処分量の削減の観点では、既にフレームのアルミリサイクルは

進んでいるものの、セルに含まれる銀などの有用金属の回収や、総重量の約６割

を占めるガラスのリサイクル促進など、素材毎のマテリアルリサイクルに向け

た取組や、国内でのリユースの促進に向けた取組が課題となります（図２）。 

 

出典）「再生可能エネルギー発電設備の廃棄・リサイクルに係る現状及び課題について」（令和５年４月、再生可

能エネルギー発電設備の廃棄・リサイクルのあり方に関する検討会第１回 環境省資料）を県にて編集 

 

（多い） 

（少ない） 
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県内においても、FIT 制度による設備認定を受けた太陽光パネルの普及が進ん

でおり、発電事業用の発電設備（10kW 以上）の導入件数では全国８位（約 27 千

件）、導入容量では全国５位（約 248.6 万 kW）となっておりますが（表１）、県

内における使用済み太陽光パネルのリユース・リサイクルに特化した設備の導

入は進んでおらず、将来の大量排出を見据えた効率的かつ適切なリユース・リサ

イクルの促進や、より高度な資源循環に取り組んでいく必要があります。 

 
このことから県では、「みえ元気プラン」において７つの挑戦「脱炭素化等を

チャンスととらえた産業振興」に位置付け、「ゼロエミッションみえ」プロジェ

クト推進方針に基づき、使用済み太陽光パネルの循環的利用に係る取組を進め

ていくこととしています。 
使用済み太陽光パネルは、設置場所（家屋、ビルや工場、発電事業所等）やパ

ネルタイプ（単結晶、多結晶等）、排出要因（不良、災害、製品寿命等）により

その排出源は多様で、県内における具体的な排出実態やリユース・リサイクルを

含む処理の状況が不明であることから、令和５年度には、現在の排出状況や処理

実態、将来の排出量の見込みを把握する調査を実施しているところです。 
また、産業廃棄物税を活用し、より高度なリサイクル体制の構築に向けた事業

者による試験研究や設備導入に対する経費を助成する制度を設けるとともに、

県試験研究機関と連携し、ガラスを含む再生資源のリサイクルに取組む事業者

に対し助言しています。 
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３ 今後の対応方針 

令和５年度に実施している実態調査等の結果を分析し、発電事業者、リユー

ス・リサイクル事業者、解体業者等と連携し情報共有を図るとともに、将来の本

格的処理に向け効率的な回収やリユース・リサイクルの体制構築について検討

を進めます。 
また、ガラスや有用金属のマテリアルリサイクルが進むよう、引き続き、高度

なリサイクル体制の構築に向けた財政支援を進めるとともに、事業者、県試験研

究機関と連携し、再生利用に係る調査・研究を推進する等、関連産業の新たな参

入を促します。 
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事業の種類
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一般（住民等） 事業者 地方自治体環境省経済産業省

発電所に係る環境影響評価の手続フロー図

準備書の審査

(環境審査顧問会助言)
<審査期間270日以内>

・知事意見を勘案
・一般意見、事業者見解
に配意

・環境大臣の意見を聞く

<縦覧後2週間>

届出

方法書の作成

公告・縦覧

方法書の審査

(環境審査顧問会助言)
<審査期間180日以内>

・知事意見を勘案
・一般意見、事業者見
解に配意

照会 意見

都道府県知事

関係市町村長
知事意見

<意見概要届出後90日以内>

<縦覧期間1ヶ月>

一般意見の提出

一般意見の
とりまとめ

<縦覧後2週間>
意見概要の送付

事業者見解を
記載して届出

勧告(知事意見添付)

環境影響評価に係る・調
査、予測及び評価の実施

環境影響評価方法書 送付

準備書の作成

環境影響評価準備書

環境省

公告・縦覧

照会 意見

都道府県知事

関係市町村長

知事意見
<意見概要届出後120日以内>

<縦覧期間1ヶ月>

一般意見の提出

一般意見の
とりまとめ

意見概要の送付

事業者見解を
記載して届出

送付

届出

意見

送付

勧告(知事意見添付)

評価書の作成

公告・縦覧一般への周知 <縦覧期間1ヶ月>

環境影響評価書

環境保全の適正な配慮

工事計画の
認可申請・届出

工事計画の審査
（評価書の遵守等）

許可申請・届出

認可・変更命令

届出
評価書の確認
<期間30日以内>

確定通知(変更命令)
環境省評価書の確定

意見
照会

計画段階環境配慮書
配慮書の作成

公告・縦覧

<縦覧期間30日程度>
一般意見の提出

配慮書への意見

<審査期間90日以内>
環境省

照会 意見

都道府県知事

関係市町村長

知事意見

意見

意見
照会

・環境大臣意見を勘案

<配慮書送付後
60日程度>

送付

送付

意見

説明会の開催

説明会の開催

事業の実施

報告書の作成・公表

※第２種事業については、次ページ参照-29-
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